
デジタル・フュージョン・ラーニング（DFL） 

デジタル・フュージョン・ラーニングは、伝統的な学習方法とデジタル技術を組み合わせた

新しい学習アプローチを指します。このアプローチでは、学習者がデジタルツールやオンラ

インリソースを活用しながら、対面授業や対話型の学習体験を組み合わせることで、より効

果的な学びを提供します。デジタル技術を活用することで、学習者はより柔軟な学習スタイ

ルを選択し、自分のペースで学習を進めることができます。また、デジタルツールを活用す

ることで、学習者同士や教師とのコミュニケーションが促進され、より豊かな学習体験が可

能となります。さらに、デジタル・フュージョン・ラーニングは、学習者がリアルな問題解

決やプロジェクトベースの学習に取り組む機会を提供し、実践的なスキルや知識を身につ

けることを重視しています。このように、デジタル・フュージョン・ラーニングは、伝統的

な学習方法とデジタル技術を融合させることで、より効果的で魅力的な学習環境を提供す

る新しい学習アプローチです。 

 

ジタル・フュージョン・ラーニングを実現するためには、以下のような点を考慮して授業を

改善する必要があります。 

 

1. デジタルツールの活用: 教師は、デジタルツールやオンラインリソースを積極的に活用

して授業を補完し、学習者が自律的に学ぶ環境を整える必要があります。 

 

2. インタラクティブな学習体験: 対話型の学習やグループワーク、ディスカッションなど、

学習者同士や教師とのコミュニケーションを促進することで、より深い学びを実現します。 

 

3. プロジェクトベースの学習: 学習者が実践的なスキルや知識を身につけるために、リア

ルな問題解決やプロジェクトベースの学習に取り組む機会を提供することが重要です。 

 

4. 学習者のニーズに合わせたカスタマイズ: 学習者の興味や学習スタイルに合わせて、個

別にカスタマイズされた学習プランを提供することで、学習効果を最大化します。 

 

5. フィードバックと評価の重視: 学習者の成長を促すために、定期的なフィードバックや

適切な評価を行い、学習の進捗状況を把握 

 

「デジタル・フュージョン・エデュケーション」は、デジタル技術と伝統的な教育方法を融

合させた新しい教育アプローチを指します。デジタル技術を活用しながら、対面授業や対話

型の学習体験を組み合わせることで、より効果的な学習環境を提供することを目指してい

ます。 


